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(単位：千円）

Ａ B A－B
管理課 1,910,578 1,910,578 1,925,743 1,925,743 ▲ 15,165
用地対策課 321,904 321,904 683,265 683,265 ▲ 361,361
技術企画課 847,219 847,219 483,127 483,127 364,092
道路建設課 21,193,215 21,193,215 21,509,108 21,509,108 ▲ 315,893
道路保全課 17,654,213 17,654,213 16,693,192 17,083,117 571,096
河川課 22,313,471 18,376 22,331,847 21,275,179 21,353,857 977,990
砂防課 6,097,355 6,097,355 5,838,528 5,838,528 258,827
港湾課 6,446,676 6,446,676 6,431,295 6,693,795 ▲ 247,119
都市計画課 6,106,233 6,106,233 5,430,567 5,788,667 317,566
建築住宅課 3,421,690 3,421,690 2,802,948 2,802,948 618,742
高速道対策局 3,628,249 3,628,249 3,252,968 3,252,968 375,281

計 89,940,803 18,376 89,959,179 86,325,920 87,415,123 2,544,056
用地対策課 660,990 660,990 1,004,718 1,004,718 ▲ 343,728
港湾課 951,315 951,315 1,165,177 1,165,177 ▲ 213,862

計 1,612,305 0 1,612,305 2,169,895 2,169,895 ▲ 557,590
91,553,108 18,376 91,571,484 88,495,815 89,585,018 1,986,466

対前年６月
現計予算額

増減額

一
般
会
計

６月現計
予 算 額

合  計

特別
会計

区 分 
当   初
予 算 額

当   初
予 算 額

令和７年度

６月補正
予 算 額

６月補正後
予 算 額

令和８年度

 課(局)別

Ⅰ 予算議案 【議案第１号】令和８年度宮崎県一般会計補正予算（第１号）

令和８年度 ６月補正予算一覧（県土整備部）
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【議案第１号】
令和８年度宮崎県一般会計補正予算（第１号）
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Ⅰ 予算議案 【議案第１号】令和８年度宮崎県一般会計補正予算（第１号）
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Ⅰ 予算議案 【議案第１号】令和８年度宮崎県一般会計補正予算（第１号）
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Ⅰ 予算議案 【議案第１号】令和８年度宮崎県一般会計補正予算（第１号）



県土整備部（一般会計） （単位：千円）

課 款 項 事業名 翌年度繰越額

道路建設課 土木費 道路橋梁費 公共道路新設改良事業 6,149,840

道路建設課 土木費 道路橋梁費 県単特殊改良事業 438,400

道路保全課 土木費 道路橋梁費 人にやさしい沿道環境整備事業 41,200

道路保全課 土木費 道路橋梁費 公共道路維持事業 2,548,481

道路保全課 土木費 道路橋梁費 県単道路維持事業 82,400

道路保全課 土木費 道路橋梁費 県単橋梁維持事業 64,000

河川課 土木費 河川海岸費 ダム施設整備事業 232,000

河川課 土木費 河川海岸費 公共河川事業 929,691

河川課 土木費 河川海岸費 公共災害関連河川等事業 54,784

河川課 土木費 河川海岸費 県単河川改良事業 1,323,101

河川課 土木費 河川海岸費 県単河川修繕事業 109,195

河川課 土木費 河川海岸費 県単河川調査事業 99,793

河川課 土木費 河川海岸費 県単自然災害防止河川改良事業 14,792

河川課 土木費 河川海岸費 河川受託事業 29,400

河川課 土木費 河川海岸費 公共海岸事業 12,000
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Ⅰ 予算議案 【議案第１号】令和８年度宮崎県一般会計補正予算（第１号）

（繰越明許費）



県土整備部（一般会計） （単位：千円）

課 款 項 事業名 翌年度繰越額

河川課 土木費 河川海岸費 ダム施設管理事業 651,000

砂防課 土木費 河川海岸費 公共砂防事業 1,159,098

砂防課 土木費 河川海岸費 公共急傾斜地崩壊対策事業 410,000

砂防課 土木費 河川海岸費 県単砂防調査事業 16,000

砂防課 土木費 河川海岸費 県単公共砂防事業 107,600

砂防課 土木費 河川海岸費 県単公共急傾斜地崩壊対策事業 183,500

都市計画課 土木費 都市計画費 公共街路事業 648,400

都市計画課 土木費 都市計画費 公共都市公園事業 386,000

都市計画課 土木費 都市計画費 県単都市公園事業 404,400

河川課 災害復旧費 土木施設災害復旧費 公共土木災害復旧事業 406,927

25事業 16,502,002計
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Ⅰ 予算議案 【議案第１号】令和８年度宮崎県一般会計補正予算（第１号）



期    間 限 度 額 期    間 限 度 額

 （道路建設課） 千円 千円

公共道路新設改良事業
国道 218号防災・安全交付金事業
（上顔橋耐震補強工）

令和８年度から
令和９年度まで

300,000 令和８年度から
令和９年度まで

700,000

計 １件 300,000 １件 700,000

事        項
変 更 前 変 更 後

（債務負担行為補正）
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変更

Ⅰ 予算議案 【議案第１号】令和８年度宮崎県一般会計補正予算（第１号）



Ⅱ 特別議案 【議案第10号】工事請負契約の変更について

【議案第10号】
工事請負契約の変更について

道路建設課

10

防災・安全社会資本整備交付金事業 国道３２７号 佐土の谷工区 （仮称）３号トンネル工
事（１工区）の請負契約の変更について

１ 事業概要
(1) 路 線 名 国道３２７号
(2) 事 業 名 防災・安全社会資本整備交付金事業
(3) 位 置 東臼杵郡諸塚村大字七ツ山～東臼杵郡椎葉村大字松尾
(4) 延 長 Ｌ＝３，４００ｍ
(5) 幅 員 Ｗ＝５．５（７．０）ｍ
(6) 全体事業費 約１２０億円

２ 工事概要（仮称：３号トンネル（１工区））
(1) 延長 Ｌ＝５３５ｍ
(2) 幅員 Ｗ＝５．５（８．０）ｍ

３ 工事請負契約の概要
(1) 契 約 金 額 ２，２１３，９２８，５８９円
(2) 変 更 金 額 ２，５７８，１７４，８７３円（３６４，２４６，２８４円 増）
(3) 契約の相手方 矢野・九建・湯川特定建設工事共同企業体
(4) 工 期 令和５年３月１４日から令和８年７月３１日まで

４ 変更理由
トンネル掘削工における安定対策の追加変更及びインフレスライド条項の適用による請負代金額の変更 佐土の谷工区

トンネル全体延長 Ｌ＝１，０００ｍ

（仮称）３号トンネル工事（１工区）
延長Ｌ＝５３５ｍ

国道３２７号 佐土の谷工区
事業延長 Ｌ＝３，４００ｍ

諸
塚
村

椎
葉
村
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平 面 図

トンネル標準断面図終点側（椎葉側）坑口の状況

Ⅱ 特別議案 【議案第10号】工事請負契約の変更について
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〈当初支保工パターン〉

〈変更支保工パターン〉

← 至 日向市 至 椎葉村 →

切羽上部からの崩落

DⅢ

安定対策の追加状況

１）トンネル掘削工における安定対策の追加変更
２工区

Ｌ＝４６５ｍ （仮称）３号トンネル（１工区） 延長Ｌ＝５３５ｍ

設計変更区間 延長Ｌ＝５３５ｍ

主な補助工法の変更

DⅠ‐ｂ‐ｐ２

DⅢ‐A２

【 当初補助工法：注入式フォアポーリング 】

【 変更補助工法
：長尺鋼管先受工（21本）】

【 当初補助工法：フォアポーリング 】

トンネル掘削断面状況

亀裂の多い層を確認

亀裂が多い

DⅠ‐ｂ‐Ａ

補助工法【長尺鋼管先受工】の施工イメージ

【 当初：CⅠ 】

ＣⅠ

CⅡ‐ｂ

ロックボルト
９本

主な支保工パターンの変更

ロックボルト１２本

鋼アーチ支保工

①支保工パターンの変更
②補助工法の変更

① ②

【 変更：CⅡ‐ｂ 】

① ②

Ⅱ 特別議案 【議案第10号】工事請負契約の変更について

鋼管（径114.3mm × 長12.5m）
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県通知
R6.2.28

令和5年単価

基準日
R6.4.15

令和6年単価

残工期1年、残工事費１.0%以上増

契約日
R5.3.14

工期末
R8.7.31

新単価適用
R6.3.1

２）インフレスライド条項の適用による変更

【県通知】「「令和７年３月から適用する公共工事設計労務単価等について」の運用に係る特例措置等について」
（R7.2.28）

○ 令和７年３月１日より前に契約を締結した工事

⇒ 工事請負契約約款 第25条第６項（インフレスライド条項）の規定に基づくものとする。

※工事請負契約約款 第25条（賃金又は物価の変動に基づく請負代金額の変更） 第6項
予期することのできない特別の事情により、工期内に日本国内において急激なインフレーション又はデフレーションを生じ、
請負代金額が著しく不適当となったときは、発注者又は受注者は、前各項の規定にかかわらず、請負代金額の変更を請求す
ることができる。

【適用条件】
(1)基準日以降の残工事の工期が２ヶ月以上あること。
(2)新単価適用後の残工事請負額が１．０％以上増加すること。

県通知
R7.2.28

基準日
R7.4.21

新単価適用
R7.3.1

令和7年単価

Ⅱ 特別議案 【議案第10号】工事請負契約の変更について



【議案第11号】
工事請負契約の変更について

道路建設課

14

防災・安全交付金事業 国道３２７号 佐土の谷工区 （仮称）３号トンネル工事（２工区）
の請負契約の変更について

トンネル全体延長 Ｌ＝１，０００ｍ

（仮称）３号トンネル工事（２工区）
延長Ｌ＝４６５ｍ

国道３２７号 佐土の谷工区
事業延長 Ｌ＝３，４００ｍ

佐土の谷工区

諸
塚
村

椎
葉
村１ 事業概要

(1) 路 線 名 国道３２７号
(2) 事 業 名 防災・安全交付金事業
(3) 位 置 東臼杵郡諸塚村大字七ツ山～東臼杵郡椎葉村大字松尾
(4) 延 長 Ｌ＝３，４００ｍ
(5) 幅 員 Ｗ＝５．５（７．０）ｍ
(6) 全体事業費 約１２０億円

２ 工事概要（仮称：３号トンネル（２工区））
(1) 延長 Ｌ＝４６５ｍ
(2) 幅員 Ｗ＝５．５（８．０）ｍ

３ 工事請負契約の概要
(1) 契 約 金 額 １，６７６，４１０，３４０円
(2) 変 更 金 額 １，７１８，１５５，６９１円（４１，７４５，３５１円 増）
(3) 契約の相手方 旭・大淀・龍南特定建設工事共同企業体
(4) 工 期 令和８年３月１０日から令和１０年３月３１日まで

４ 変更理由
令和８年３月から適用された「公共工事設計労務単価等」の運用に係る特例措置による請負代金額の変更

Ⅱ 特別議案 【議案第11号】工事請負契約の変更について
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平 面 図

トンネル標準断面図終点側（椎葉側）坑口の状況

２工区 Ｌ＝４６５．０ｍ

（仮称）佐土の谷３号トンネル L=1,000m

←至 椎葉村

諸塚村 至→

１工区 Ｌ＝５３５．０ｍ

Ⅱ 特別議案 【議案第11号】工事請負契約の変更について
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「公共工事設計労務単価等」の運用に係る特例措置による変更

旧単価で予定価格を積算

開札日
R7.12.11

新単価の適用開始
R８.3.1

契約日
R８.3.1０ 請求日

受注者からの請求により、新単価による
請負金額の変更契約が可能

【県通知】「「令和８年３月から適用する公共工事設計労務単価等について」の運用に係る特例措置等について」
（R8.2.27）

○令和８年３月１日以降に契約を締結した工事

⇒工事請負契約約款 第62条の規定に基づき、請負代金額の変更を請求することができる。

（対象）
令和８年３月１日以降に契約を行う工事等のうち、予定価格の積算に当たって、令和８年２月２８日以前の

公共工事設計労務単価等（旧単価）を適用したもの

Ⅱ 特別議案 【議案第11号】工事請負契約の変更について



【議案第12号】
工事請負契約の変更について

道路建設課

17

１ 事業概要
(1) 路 線 名 主要地方道 竹田五ヶ瀬線
(2) 事 業 名 社会資本整備総合交付金事業
(3) 位 置 西臼杵郡 高千穂町大字河内～五ヶ瀬町大字桑野内
(4) 延 長 １，４２０ｍ
(5) 幅 員 ５．５（７．０）ｍ
(6) 全 体 事 業 費 約７０億円

２ 工事概要（仮称：波帰之瀬橋上部工工事（P2張出））
(1) P2張出 延長 ２１０．０ｍ
(2) 幅 員 ５．５（６．５）ｍ
(3) 橋 梁 形 式 ３径間連続PCラーメン箱桁橋

３ 工事請負契約の概要
(1) 契 約 金 額 ２，３３４，５２０，７６０円
(2) 変 更 金 額 ２，３８９，１７２，３４７円（５４，６５１，５８７円 増）
(3) 契約の相手方 ピーエス・山崎・矢野特定建設工事共同企業体
(4) 工 期 令和８年３月１０日から令和１１年３月３１日まで

４ 変更理由
令和８年３月から適用された「公共工事設計労務単価等」の運用に係る特例措置による請負代金額の変更

社会資本整備総合交付金事業 主要地方道竹田五ヶ瀬線 波帰之瀬工区（仮称）波帰之瀬橋
上部工工事（Ｐ２張出）の請負契約の変更について

竹田五ヶ瀬線 波帰之瀬工区
延長 １,４２０ｍ

五ヶ瀬町

熊本県

高千穂町

波帰之瀬橋 橋長４１２．０ｍ
上部工工事(Ｐ２張出)

波帰之瀬工区

Ⅱ 特別議案 【議案第12号】工事請負契約の変更について
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波帰之瀬橋
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（仮称）波帰之瀬橋 橋 長 Ｌ＝４１２．０ｍ

至五ヶ瀬町
至高千穂町

橋長　412000

105700 196000 105700

桁長　410800
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Co

WL

. 92+14.500 NO
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平 面 図

側 面 図

A1橋台
（完成）

A1橋台
（完成） P1橋脚

（完成）

P1橋脚
（完成）

P２橋脚
（完成）

P２橋脚
（完成）

A２橋台
（完成）

A２橋台
（完成）

五ヶ瀬川

至五ヶ瀬町
至高千穂町

Ｐ２張出 延 長 Ｌ＝２１０．０ｍ

Ｐ２張出 延 長 Ｌ＝２１０．０ｍ

Ｌ＝４１２．０ｍ
Ｌ＝４１０．８ｍ

Ｌ＝１０５．７ｍ Ｌ＝１９６．０ｍ Ｌ＝１０５．７ｍ

Ⅱ 特別議案 【議案第12号】工事請負契約の変更について
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「公共工事設計労務単価等」の運用に係る特例措置による変更

旧単価で予定価格を積算

開札日
R7.12.11

新単価の適用開始
R８.3.1

契約日
R８.3.1０ 請求日

受注者からの請求により、新単価による
請負金額の変更契約が可能

【県通知】「「令和８年３月から適用する公共工事設計労務単価等について」の運用に係る特例措置等について」
（R8.2.27）

○令和８年３月１日以降に契約を締結した工事

⇒工事請負契約約款 第62条の規定に基づき、請負代金額の変更を請求することができる。

（対象）
令和８年３月１日以降に契約を行う工事等のうち、予定価格の積算に当たって、令和８年２月２８日以前の

公共工事設計労務単価等（旧単価）を適用したもの

Ⅱ 特別議案 【議案第12号】工事請負契約の変更について
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【議案第13号】
工事請負契約の変更について

道路建設課

１ 事業概要
(1) 路 線 名 主要地方道 竹田五ヶ瀬線
(2) 事 業 名 社会資本整備総合交付金事業
(3) 位 置 西臼杵郡 高千穂町大字河内～五ヶ瀬町大字桑野内
(4) 延 長 １，４２０ｍ
(5) 幅 員 ５．５（７．０）ｍ
(6) 全 体 事 業 費 約７０億円

２ 工事概要（仮称：波帰之瀬橋上部工工事（P1張出））
(1) P1張出 延長 ２０２．０ｍ
(2) 幅 員 ５．５（６．５）ｍ
(3) 橋 梁 形 式 ３径間連続PCラーメン箱桁橋

３ 工事請負契約の概要
(1) 契 約 金 額 ２，１９８，６８０，０００円
(2) 変 更 金 額 ２，２５０，１５２，２９２円（５１，４７２，２９２円 増）
(3) 契約の相手方 オリエンタル白石・上田工業・木田建設特定建設工事共同企業体
(4) 工 期 令和８年３月１０日から令和１１年３月３１日まで

４ 変更理由
令和８年３月から適用された「公共工事設計労務単価等」の運用に係る特例措置による請負代金額の変更

社会資本整備総合交付金事業 主要地方道竹田五ヶ瀬線 波帰之瀬工区（仮称）波帰之瀬橋
上部工工事（Ｐ１張出）の請負契約の変更について

竹田五ヶ瀬線 波帰之瀬工区
延長 １,４２０ｍ

五ヶ瀬町

熊本県

高千穂町

波帰之瀬橋 橋長４１２．０ｍ
上部工工事(Ｐ１張出)

波帰之瀬工区

Ⅱ 特別議案 【議案第13号】工事請負契約の変更について



21
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（仮称）波帰之瀬橋 橋 長 Ｌ＝４１２．０ｍ

至五ヶ瀬町
至高千穂町

橋長　412000
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平 面 図

側 面 図

A1橋台
（完成）

A1橋台
（完成） P1橋脚

（完成）

P1橋脚
（完成）

P２橋脚
（完成）

P２橋脚
（完成）

A２橋台
（完成）

A２橋台
（完成）

五ヶ瀬川

至五ヶ瀬町
至高千穂町

Ｐ１張出 延 長 Ｌ＝２０２．０ｍ

Ｐ１張出 延 長 Ｌ＝２０２．０ｍ

Ｌ＝４１２．０ｍ
Ｌ＝４１０．８ｍ

Ｌ＝１０５．７ｍ Ｌ＝１９６．０ｍ Ｌ＝１０５．７ｍ

Ⅱ 特別議案 【議案第13号】工事請負契約の変更について
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「公共工事設計労務単価等」の運用に係る特例措置による変更

旧単価で予定価格を積算

開札日
R7.12.11

新単価の適用開始
R８.3.1

契約日
R８.3.1０ 請求日

受注者からの請求により、新単価による
請負金額の変更契約が可能

【県通知】「「令和８年３月から適用する公共工事設計労務単価等について」の運用に係る特例措置等について」
（R8.2.27）

○令和８年３月１日以降に契約を締結した工事

⇒工事請負契約約款 第62条の規定に基づき、請負代金額の変更を請求することができる。

（対象）
令和８年３月１日以降に契約を行う工事等のうち、予定価格の積算に当たって、令和８年２月２８日以前の

公共工事設計労務単価等（旧単価）を適用したもの

Ⅱ 特別議案 【議案第13号】工事請負契約の変更について



河川課

１ 事業概要
(1) 河 川 名 二級河川耳川水系耳川
(2) 事 業 名 大規模特定河川事業
(3) 位 置 日向市東郷町山陰乙
(4) 橋 長 １７０．０ｍ
(5) 幅 員 ４．０ｍ（５．０）ｍ
(6) 全体事業費 約２０億円

２ 工事概要 （福瀬大橋下部工（Ｐ２，Ａ１）工事）
(1) Ｐ２橋脚 高 さ １７．７ｍ

基礎形式 場所打杭基礎（径1.5ｍ、長さ10.5ｍ、16本）
(2) Ａ１橋台 高 さ ３．８ｍ

基礎形式 直接基礎

３ 工事請負契約の概要
(1)   契 約 金 額 ４７３，８１９，９２５円
(2)   変 更 金 額 ５２２，７５８，２７８円（４８，９３８，３５３円 増）
(3)   契約の相手方 松本・児玉経常建設共同企業体
(4)   変 更 前 工 期 令和６年１０月２１日から令和９年３月２５日まで
(5)   変 更 後 工 期 令和６年１０月２１日から令和９年７月３１日まで

４ 変更理由
仮締切工における仮設鋼矢板の打設について、当初想定した地質に相違が生じたことによる補助工法の追加や、
インフレスライド条項の適用による請負代金額及び工期の変更

【議案第14号】
工事請負契約の変更について

大規模特定河川事業 耳川福瀬大橋下部工（Ｐ２，Ａ１）工事の請負契約の変更について

国道446号

東九州自動車道

門 川 町

美 郷 町

福瀬大橋

耳川

国道327号

主要地方道
中野原美々津線

日 向 市

日向市役所

日向市耳川水系耳川

広瀬地区

国道10号

日向IC

Ⅱ 特別議案 【議案第14号】工事請負契約の変更について
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P１橋脚
（完成）

P２橋脚 A２橋台
（完成）

A１橋台

至 広瀬地区

P１橋脚
（完成）

P２橋脚

A２橋台
（完成）

A１橋台

P１橋脚
（完成）

P２橋脚 A２橋台
（完成）

A１橋台

福瀬大橋 橋長 １７０．０ｍ
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側面図

至 広瀬地区 至 県道

航空写真

至 県道

至 広瀬地区

Ⅱ 特別議案 【議案第14号】工事請負契約の変更について
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変更前：バイブロハンマ打設 変更後：補助工法+バイブロハンマの打設

当初、地質調査の結果からバイブロハンマによる施工としていたが、粒径の大きな玉石の層が確認され貫入不能となったため、補助工法と
してオールケーシング掘削工法を追加した。

１）仮設鋼矢板の打設における補助工法の追加

玉石層

ｹｰｼﾝｸﾞ内部に
砂を充填

①掘削後の地質確認状況 ②確認された玉石の状況

ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏの
振動による
打設

玉石の層を確認

貫入不能

ステップ① ステップ②

ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏ

35cm
程度

ｹｰｼﾝｸﾞを回転させ
玉石の層を掘削

ステップ① ステップ③

計画の打設位置
掘削完了

ステップ②

地質の状況

施工方法

ｹｰｼﾝｸﾞ全景ステップ④

充填した砂部分に
ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏで
鋼矢板を打設

鋼矢板

径10cm程度の玉石を想定していたが
径30cm以上を確認

オールケーシング掘削の追加

仮締切工構造図

NO.10

既
設
P
2

岩盤
既設橋

P2

Ａ－Ａ‘断面図
補助工法追加範囲

L=33.5ｍ

玉石

Ⅱ 特別議案 【議案第14号】工事請負契約の変更について
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令和6年単価

契約日
R6.10.21

工期末
R9.7.31

【県通知】「令和７年３月から適用する公共工事設計労務単価等について」の運用に係る特例措置等について」
（R7.2.28）

○ 令和７年３月１日より前に契約を締結した工事

⇒ 工事請負契約約款 第25条第６項（インフレスライド条項）の規定に基づくものとする。

※工事請負契約約款 第25条（賃金又は物価の変動に基づく請負代金額の変更） 第6項
予期することのできない特別の事情により、工期内に日本国内において急激なインフレーション又はデフレーションを生じ、
請負代金額が著しく不適当となったときは、発注者又は受注者は、前各項の規定にかかわらず、請負代金額の変更を請求す
ることができる。

【適用条件】
(1)基準日以降の残工事の工期が２ヶ月以上あること。
(2)新単価適用後の残工事請負額が１．０％以上増加すること。

県通知
R7.2.28

基準日
R7.3.14

新単価適用
R7.3.1

令和7年単価

残工期約２８ヶ月、残工事費１.0%以上増

２）インフレスライド条項の適用による変更

Ⅱ 特別議案 【議案第14号】工事請負契約の変更について
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河川課

27

ダムメンテナンス事業 松尾ダム 右岸小門 開閉装置更新工事の請負契約の変更について

１ 事業概要
⑴ 河 川 名 一級河川 小丸川水系 小丸川
⑵ 事 業 名 ダムメンテナンス事業
⑶ 位 置 児湯郡木城町大字中之又

２ 工事概要（松尾ダム）
⑴ 開 閉 装 置 更 新 ４基

３ 工事請負契約の概要
⑴ 契 約 金 額 ５３２，６６５，７６０円
⑵ 変 更 金 額 ５４１，９３０，６２１円（９，２６４，８６１円 増）
⑶ 契 約 の 相手 方 豊国工業株式会社
⑷ 工 期 令和８年３月１０日から令和１０年６月３０日まで

４ 変更理由
令和８年３月から適用された「公共工事設計労務単価等」の運用に係る特例措置による請負金額の変更

松尾ダム

Ⅱ 特別議案 【議案第15号】工事請負契約の変更について

【議案第15号】
工事請負契約の変更について

松尾ダム
右岸小門開閉装置更新工事

日向市東郷町

木城町

西都市 主要地方道
東郷西都線

小

丸

川
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平 面 図

開閉装置 （下流側から望む）

県道22号 東郷西都線
っｃ

開閉装置 Ｎ=４基

開閉装置（既設）

開閉装置 Ｎ=２基開閉装置 Ｎ=４基

今回工事（Ｒ７年度～Ｒ１０年度） Ｒ７年度完成 Ｒ６年度～Ｒ９年度（施工中）

断面図

至 木城町

Ⅱ 特別議案 【議案第15号】工事請負契約の変更について



受注者からの請求により、新単価による
請負金額の変更契約が可能

新単価の適用開始
R8.3.1

契約日
R８.3.10

開札日
R８.1.８ 請求日

旧単価で予定価格を積算

【県通知】「「令和８年３月から適用する公共工事設計労務単価等について」の運用に係る特例措置等について」
（R8.2.27）

○令和８年３月１日以降に契約を締結した工事

⇒工事請負契約約款 第62条の規定に基づき、請負代金額の変更を請求することができる。

（対象）
令和８年３月１日以降に契約を行う工事等のうち、予定価格の積算に当たって、令和８年２月２８日以前の

公共工事設計労務単価等（旧単価）を適用したもの

「公共工事設計労務単価等」の運用に係る特例措置による変更

Ⅱ 特別議案 【議案第15号】工事請負契約の変更について
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Ⅲ 報告事項 損害賠償額を定めたことについて

損害賠償額を定めたことについて

道路保全課

専決年月日損害賠償額相 手 方事 案 内 容事案発生日及び事案発生場所No.

令和８年

４月６日

円
475,723

延岡市

個 人
倒 木 事 故

令和７年２月３日

西臼杵郡日之影町大字七折国道 218号上
1

令和８年

４月６日

円
564,190

東臼杵郡門川町

個 人
倒 木 事 故

令和７年２月４日
東臼杵郡門川町大字門川尾末
国道 388号上

2

令和８年

４月６日

円
4,956

西都市

個 人
穴 ぼ こ 事 故

令和７年６月11日

宮崎市清武町県道高岡郡司分線上
3

令和８年

４月７日

円
91,795

東臼杵郡椎葉村大字不土野1033番地
有限会社大成産業
代表取締役 椎 葉 由 利 子

枝 落 下 事 故
令和７年７月12日
東臼杵郡椎葉村大字下福良
県道上椎葉湯前線上

4

令和８年

４月７日

円
76,576

西臼杵郡高千穂町

個 人
落石乗り上げ事故

令和７年８月11日
西臼杵郡高千穂町大字河内
県道竹田五ヶ瀬線上

5

令和８年

４月７日

円
399,221

児湯郡木城町

個 人
落 石 事 故

令和７年10月21日

児湯郡木城町大字川原県道東郷西都線上
6

令和８年

４月７日

円
68,970

延岡市

個 人
落 石 事 故

令和７年10月21日
東臼杵郡椎葉村大字不土野
県道上椎葉湯前線上

7
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専決年月日損害賠償額相 手 方事 案 内 容事案発生日及び事案発生場所No.

令和８年

４月９日

円
665,159

東諸県郡綾町

個 人
枝 落 下 事 故

令和７年10月23日
東諸県郡綾町大字北俣
県道田代八重綾線上

８

令和８年

４月９日

円
263,846

日南市

個 人
側 溝 蓋 不 全 事 故

令和７年11月12日

日南市北郷町県道宮崎北郷線上
９

令和８年

４月10日

円
297,250

東臼杵郡椎葉村

個 人
枝 落 下 事 故

令和７年11月13日

東臼杵郡椎葉村大字下福良国道 265号上
10

令和８年

４月10日

円
865,000

日南市

個 人
倒 木 事 故

令和７年12月23日

日南市大字隈谷県道日南南郷線上
11

令和８年

４月15日

円
96,800

東臼杵郡椎葉村

個 人
落 石 事 故

令和７年12月31日
東臼杵郡椎葉村大字下福良
県道上椎葉湯前線上

12

Ⅲ 報告事項 損害賠償額を定めたことについて
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Ⅲ 報告事項 令和７年度宮崎県繰越明許費繰越計算書

32

県土整備部（一般会計） （単位：円）

課 款 項 事業名 翌年度繰越額

用地対策課 土木費 土木管理費 公共用地取得事業（九州中央自動車道分） 202,848,834

技術企画課 土木費 土木管理費 公共事業支援統合情報システム運営管理事業 5,415,000

技術企画課 土木費 土木管理費 盛土防災総合推進事業 125,880,000

技術企画課 土木費 土木管理費 インフラDX推進事業 5,460,000

技術企画課 土木費 土木管理費 災害時早期復旧のための土砂仮置場等整備事業 14,929,732

道路建設課 土木費 道路橋梁費 道路橋梁調査事業 101,231,000

道路建設課 土木費 道路橋梁費 公共道路新設改良事業 15,318,650,000

道路建設課 土木費 道路橋梁費 県単特殊改良事業 693,329,000

道路保全課 土木費 道路橋梁費 県単道路維持調査事業 61,610,000

道路保全課 土木費 道路橋梁費 人にやさしい沿道環境整備事業 141,868,000

道路保全課 土木費 道路橋梁費 公共道路維持事業 7,484,805,000

道路保全課 土木費 道路橋梁費 県単道路維持事業 1,028,300,000

道路保全課 土木費 道路橋梁費 県単舗装補修事業 395,930,000

道路保全課 土木費 道路橋梁費 沿道修景美化推進対策事業 78,474,000

道路保全課 土木費 道路橋梁費 県単橋梁維持事業 144,564,000

令和７年度宮崎県繰越明許費繰越計算書



Ⅲ 報告事項 令和７年度宮崎県繰越明許費繰越計算書

33

県土整備部（一般会計） （単位：円）

課 款 項 事業名 翌年度繰越額

河川課 土木費 河川海岸費 海岸保全事業 407,000

河川課 土木費 河川海岸費 ダム施設整備事業 2,582,888,000

河川課 土木費 河川海岸費 公共河川事業 6,058,366,000

河川課 土木費 河川海岸費 公共災害関連河川等事業 207,797,000

河川課 土木費 河川海岸費 県単河川改良事業 1,785,207,000

河川課 土木費 河川海岸費 県単河川修繕事業 63,724,000

河川課 土木費 河川海岸費 県単河川調査事業 116,736,000

河川課 土木費 河川海岸費 県単自然災害防止河川改良事業 12,371,000

河川課 土木費 河川海岸費 河川受託事業 58,510,000

河川課 土木費 河川海岸費 公共海岸事業 51,064,000

河川課 土木費 河川海岸費 ダム施設管理事業 977,675,000

河川課 災害復旧費 土木施設災害復旧費 公共土木災害復旧事業 5,390,463,000

河川課 災害復旧費 土木施設災害復旧費 県単災害復旧事業 5,592,000

砂防課 土木費 河川海岸費 公共砂防事業 3,648,098,000

砂防課 土木費 河川海岸費 公共急傾斜地崩壊対策事業 662,920,000



Ⅲ 報告事項 令和７年度宮崎県繰越明許費繰越計算書

34

県土整備部（一般会計） （単位：円）

課 款 項 事業名 翌年度繰越額

砂防課 土木費 河川海岸費 県単砂防調査事業 17,226,000

砂防課 土木費 河川海岸費 県単公共砂防事業 137,762,000

砂防課 土木費 河川海岸費 県単公共急傾斜地崩壊対策事業 313,979,000

港湾課 土木費 河川海岸費 公共海岸保全港湾事業 462,196,000

港湾課 土木費 港湾費 港営事業 15,900,000

港湾課 土木費 港湾費 港湾維持管理事業 136,092,000

港湾課 土木費 港湾費 港湾調査事業 81,939,000

港湾課 土木費 港湾費 公共港湾建設事業 987,065,000

港湾課 土木費 港湾費 県単港湾建設事業 10,461,000

都市計画課 土木費 都市計画費 県単街路事業 4,318,000

都市計画課 土木費 都市計画費 都市計画調査事業 11,220,000

都市計画課 土木費 都市計画費 公共都市公園事業 862,728,000

都市計画課 土木費 都市計画費 県単都市公園事業 898,445,000

都市計画課 土木費 都市計画費 公共街路事業 1,831,098,000

建築住宅課 土木費 土木管理費 木造住宅等耐震化支援事業 754,000



Ⅲ 報告事項 令和７年度宮崎県繰越明許費繰越計算書

35

県土整備部（一般会計） （単位：円）

課 款 項 事業名 翌年度繰越額

建築住宅課 土木費 住宅費 建物管理事業 151,041,000

建築住宅課 土木費 住宅費 公共県営住宅建設事業 292,166,000

建築住宅課 土木費 住宅費 県単県営住宅建設等事業 22,197,419

４８事業 53,661,699,985計



（公共用地取得事業特別会計） （単位：円）

課 款 項 事業名 翌年度繰越額

用地対策課 土木費 土木管理費 公共用地取得事業（九州中央自動車道分） 202,848,834

１事業 202,848,834

（港湾整備事業特別会計） （単位：円）

課 款 項 事業名 翌年度繰越額

港湾課 土木費 港湾費 細島港管理運営事業 34,800,000

港湾課 土木費 港湾費 宮崎港管理運営事業 11,500,000

港湾課 土木費 港湾費 油津港管理運営事業 20,000,000

港湾課 土木費 港湾費 細島港整備事業 90,000,000

港湾課 土木費 港湾費 宮崎港整備事業 207,500,000

５事業 363,800,000

４８事業 53,661,699,985

１事業 202,848,834

５事業 363,800,000

５４事業 54,228,348,819

公共用地取得事業特別会計

港湾整備事業特別会計

県土整備部 合計

計

計

一般会計

Ⅲ 報告事項 令和７年度宮崎県繰越明許費繰越計算書
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Ⅲ 報告事項 令和７年度宮崎県事故繰越し繰越計算書

37

県土整備部（一般会計） （単位：円）

課 款 項 事業名 翌年度繰越額 主な繰越理由

道路建設課 土木費 道路橋梁費
公共道路新設改良
事業

1,748,637,143
入札不調等により契約締結に日時を要し、工期が不足する
ことによるもの。

道路保全課 土木費 道路橋梁費 公共道路維持事業 341,014,692
工事施工中に判明した支障物対策の検討等に日時を要した
ことによるもの。

河川課 土木費 河川海岸費 ダム施設整備事業 67,111,190
先行工事である盛土造成工事において盛土地盤の安定性の
確認に日時を要したことによるもの。

河川課 土木費 河川海岸費 公共河川事業 50,000,000
工事施工中に判明した埋設物への対策の検討に日時を要し
たことによるもの。

河川課 土木費 河川海岸費 ダム施設管理事業 82,749,878
災害の発生により、運搬路の復旧に日時を要したことによ
るもの。

河川課 災害復旧費
土木施設災
害復旧費

公共土木災害復旧
事業

1,284,077,305
豪雨等により再度被災し、手戻り工事や設計変更に日時を
要したこと等によるもの。

砂防課 土木費 河川海岸費 公共砂防事業 43,538,830
施工中に基礎部の土質が想定と異なることが判明し、対策
検討に日時を要したことによるもの。

砂防課 土木費 河川海岸費
公共急傾斜地崩壊
対策事業

17,883,899
工事着手前に必要な区域指定にあたり、地権者との交渉等
に日時を要したことによるもの。

砂防課 土木費 河川海岸費
県単公共急傾斜地
崩壊対策事業

988,018
事業着手後に判明したより経済的な工法への変更や地権者
への変更内容の説明等に日時を要したことによるもの。

都市計画課 土木費 都市計画費 公共街路事業 135,792,093
当初想定と異なる位置に既設管が埋設されていることが判
明し、工法変更に日時を要したことによるもの。

10事業 3,771,793,048計

令和７年度宮崎県事故繰越し繰越計算書



１ 現在の管理運営状況について
(1)施設の概要

○施設名 ①宮崎港マリーナ施設及び宮崎県サンビーチ一ツ葉
（以下「みやざき臨海公園」という。）

②県立阿波岐原森林公園

○設置目的 ①みやざき臨海公園
県民に快適な水辺空間を提供するとともに、海洋性レクリエーションの振興に資

することを目的とする。
②県立阿波岐原森林公園

自然と共生しながら、美しい都市景観を形成し、都市環境の保全とともに、県民
の憩いとレクリエーションの場の提供を目的とする。

○指定管理者 マリンパークス
【構成団体】(一財)みやざき公園協会

フェニックスリゾート(株)

○指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間）

次期指定管理候補者の選定について
（宮崎港マリーナ施設及び宮崎県サンビーチ一ツ葉・県立阿波岐原森林公園）

Ⅳ その他報告事項 次期指定管理候補者の選定について

港湾課
都市計画課 美しい宮崎づくり推進室

38



令和７年度令和６年度令和５年度令和４年度指 標
２４９,５７４２５６,６６７２８８,５６０２９３,７２３みやざき臨海公園

６６,５３５８０,３８９８３,６５９９１,４５７宮崎港マリーナ施設
１７４,０３９１６８,１０８１９５,８７４１９４,８５８宮崎県サンビーチ一ツ葉

３４,９００４４,７００６２,９００５６,９００うち海水浴期間利用者
６５,２２１６４,７０１６６,４７０６４,４７２阿波岐原森林公園

３１４,７９５３２１,３６８３５５,０３０３５８,１９５両公園の合計

※宮崎港マリーナ施設の人数には、施設利用者の他にイベント来場者数を含む

令和７年度令和６年度令和５年度令和４年度内 容
１７９,９５６１７９,３１０１８４,６０２１８７,１４３収 入(a)
１１２,８１２１１２,３２８１１１,９８５１１３,２８６指定管理料

６７,１４４６６,９８２７２,６１７７３,８５７自主事業収入
１８４,７４１１７９,８０１１８４,４１４１７８,２８９支 出(b)

７０,７７６６６,０６３６４,３６８５９,４１６人件費
１４,４１２１４,３４７１４,９５３１５,２７２需用費・役務費
２３,７７８２１,０３６２２,３２９２１,７１０委託料・使用料等
１３,１３１１３,８３０１３,９８３１３,７６６経費
６２,６４９６４,５２６６８,７８０６８,１２５自主事業支出
△４,７８５△４９１１８８８,８５４収支差額(a-b)

(3)施設収支状況
①みやざき臨海公園 （単位：千円）

(2)施設利用状況 （単位：人）

Ⅳ その他報告事項 次期指定管理候補者の選定について
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(4)利便性やサービス向上、利用者増の取組
①みやざき臨海公園

○「海の駅」への登録やバーベキュー広場のWEB予約システムの導入
○自主企画イベントの充実

○海水浴期間以外における公園利用の促進 など

②県立阿波岐原森林公園
○自主企画イベントの充実
○だれもが公園を楽しめるための改善や工夫

○利用者アンケート及びイベント満足度調査の実施 など

令和７年度令和６年度令和５年度令和４年度内 容
５８,４２５５８,５４６５７,９２２５９,２５２収 入(a)
５６,８４７５６,４９７５６,１５１５７,３１７指定管理料

１,５７８２,０４９１,７７１１,９３５自主事業収入
５７,５３０５８,３１４５６,９８８５９,３９０支 出(b)
３６,２８４３５,１８４３５,１０８３４,５８７人件費

９,０７４９,８２６９,３１０１１,３０５需用費・役務費
４,１６７４,２４１４,０９５４,４４７委託料・使用料等
６,３３６６,４６５６,６１９７,３１８経費
１,６６９２,５９８１,８５６１,７３３自主事業支出

８９５２３２９３４△１３８収支差額(a-b)

②県立阿波岐原森林公園 （単位：千円）

Ⅳ その他報告事項 次期指定管理候補者の選定について
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(5)評価
①みやざき臨海公園

○だれもが公園を楽しめるための改善や工夫（案内板・ＨＰなどの多国語表記、リーフレット、
車いす貸出しなど）を実施している。

○飲食提供施設の冬期営業時間の延長や春のサンドフラワーフェスタをはじめ、自主企画イベントを
各種実施するなど、新たな利用者層の取り込みや海水浴期間以外の利用者増に取り組んでいる。

○自動芝刈機等の活用や適切な体制整備により、利用者の安全確保や施設の維持保全、
経費の縮減に努めており、全般的に適正な管理運営が行われている。

○年間を通した利用促進のため、引き続き自主事業等への積極的な取組が望まれる。

②県立阿波岐原森林公園
○だれもが公園を楽しめるための改善や工夫（案内板・ＨＰなどの多国語表記、リーフレット、

車いす貸出しなど）を実施している。
○地域のまちづくり団体と連携するとともに、ドッグランやサイクリング大会を実施するなど、

利用者数の増加や地域活性化に貢献している。
○美しい宮崎づくりや宮崎花旅３６５の取組を推進するため、パークウェイなどに四季折々の

植栽を行い、リゾート感を演出するなど、施設の管理運営は適切に行われている。
○毎日の巡回などにより、公園の安全確保に努め、利用者と避難誘導訓練を実施することにより、

緊急時の対応力強化に努めている。
○周辺施設との更なる連携により、より一層利用者の満足度を高めるための自主事業等に

取り組むことが望まれる。

Ⅳ その他報告事項 次期指定管理候補者の選定について
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２ 次期の募集方針について
(1)業務の範囲

○施設の利用に関する業務
○施設の維持及び保全に関する業務
○安全管理に関する業務
○その他利用促進に関する業務

(2)指定期間 令和９年４月１日～令和１４年３月３１日（５年間）

(3)基準価格 合計 年額１９３，６７３千円（指定期間総額９６８，３６５千円）
①みやざき臨海公園 年額１２７，４６８千円（指定期間総額６３７，３４０千円）
②県立阿波岐原森林公園 年額 ６６，２０５千円（指定期間総額３３１，０２５千円）
※今期と比較し年額２２，８９６千円の増

増減理由：（労務単価の上昇、物価上昇など）

(4)募集概要
○期間 令和８年７月２日～令和８年９月３日（約２か月）
○説明会 令和８年７月２２日（予定）
○広報 県公報、県ホームページ、新聞・テレビ・ラジオ、経済団体の会報等

Ⅳ その他報告事項 次期指定管理候補者の選定について
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(5)選定
①審査の流れ

※指定管理候補者選定会議の確認後、県が指定管理候補者を選定する。

内 容構 成審査区分
申請書類に基づいて資格審査を実施県（施設所管課）書類審査（９月中旬）
書類審査を通過した応募者を対象に、各応募者のプレゼ
ンテーション及びヒアリングを行い、審査を実施

外部委員のみで構
成

指定管理候補者選定委員会に
よる審査（９月下旬）

選定委員会の審査結果を、施設所管課において選定基準
等に基づき評価した結果と照らし合わせ、候補者（案）
が異なっていないかを確認

県（施設所管部局
及び指定管理者制
度所管部局）

指定管理候補者選定会議によ
る確認（１０月上旬）

公園緑地南九州大学環境園芸学部 准教授牧田 直子委員長

地域政策
経営
地域交流
利用者

宮崎大学地域資源創生学部 講師
宮崎大学地域資源創生学部 講師
(株)アイロード 代表取締役
サンマリーナ宮崎オーナーズクラブ 会長

尾野 薫
坂本 敬子
福永 栄子
矢野 正一郎

委 員

②指定管理候補者選定委員会委員

Ⅳ その他報告事項 次期指定管理候補者の選定について
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県土整備部長議長
県土整備部次長（総括）副議長

県土整備部次長（道路・河川・港湾担当）
県土整備部次長（都市計画・建築担当）
管理課長
港湾課長
空港・ポートセールス対策監
都市計画課長
美しい宮崎づくり推進室長
行政改革推進室長

委 員

③指定管理候補者選定会議委員

(6)選定基準
①住民の平等な利用が確保されること
②事業計画書の内容が、公の施設の効用を最大限に発揮するものであること
③事業計画書の内容が、管理運営に係る経費の縮減をはかるものであること
④事業計画書の内容を確実に実施するために必要な経理的基礎及び管理に関する能力を有するも

のであること
⑤施設の管理運営に当たり、環境保全への対応や地域への貢献が図られること

Ⅳ その他報告事項 次期指定管理候補者の選定について
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配点審 査 項 目選定基準

１０
施設運営に関する基本方針
県が示した管理の基準に対する理解及び対応
その他（住民の平等な利用に対する提案等）

①住民の平等な利用の確保

３５

利用者サービスの向上に関する提案
利用者増への取組に関する提案
施設の設置目的の理解と課題の認識
指定管理者の業務に対する意欲
施設等の維持管理の適格性
利用者満足度把握や苦情・要望対応、運営改善への反映
現実的で創意工夫のある自主事業の提案
美しい宮崎づくりに資する提案
ガーデンツーリズムに資する提案
その他（施設の効用の発揮に対する提案等）

②公の施設の効用を最大限
に発揮する事業計画

１５
指定期間内に県が支払う指定管理料の提案額
業務遂行のための適切な経費の積算
管理業務の効率化と経費の縮減に関する考え方・提案
その他（経費縮減に対する提案等）

③経費の縮減等

３０

必要な体制の確保（適正な組織、人員配置、責任体制）
職員の能力育成（研修体制）
継続的に安定した運営が可能な財政的基盤（経営状況）
過去の類似事業の業務実績、評価
リスク管理の具体的な対応策
事業計画及び収支計画の具体性、適格性、実現可能性
個人情報保護、情報公開への対応
安全管理、危機管理への対応
その他（継続性・安定性に関する提案等）

④事業計画を着実に実施す
るための管理運営能力

１０
環境保全への対応
地域経済・地域との連携への配慮
障がい者の就労支援への対応

⑤地域への貢献等

１００合 計

(7)審査項目・配点

Ⅳ その他報告事項 次期指定管理候補者の選定について
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３ スケジュールについて

令和８年６月８日 第１回指定管理候補者選定委員会
（今期の実績検証、次期の募集方針等の検討）

令和８年７月２日～９月３日 募集期間
令和８年９月中旬 指定管理候補者選定 書類審査
令和８年９月下旬 第２回指定管理候補者選定委員会
令和８年１０月上旬 指定管理候補者選定会議

（指定管理候補者の選定）
令和８年１１月議会 指定管理者指定議案等の提出
令和８年１１月議会議決後 指定管理者の指定
令和９年１～３月 基本協定の締結・業務の引継
令和９年４月１日 新指定管理者による業務開始

みやざき臨海公園

宮崎県サンビーチ一ツ葉 宮崎港マリーナ施設

県立阿波岐原森林公園

指定管理の範囲

Ⅳ その他報告事項 次期指定管理候補者の選定について
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３ 現行計画の概要と課題
(１) 期間

平成29年度から令和８年度まで（10年間）
(２) 基本理念（美しい宮崎づくり推進条例より）

①私たちや子どもたちのため ②地域への愛着と誇りを育むように
③訪れる人々へのもてなしの心を持って ④一人ひとりが今できることに
⑤みんなの力を合わせて取り組みましょう！

(３) 目指すべき姿
愛着と誇りを持てる「美しい宮崎」の創造と継承

Ⅳ その他報告事項 美しい宮崎づくり推進計画（改定計画）の骨子（案）について

美しい宮崎づくり推進計画（改定計画）の骨子（案）について

都市計画課美しい宮崎づくり推進室

47

１ 改定の趣旨
美しい宮崎づくり推進条例（平成29年４月施行）第８条第１項の規定に基づき、県民の心豊かな暮ら

し及び活力ある地域社会の実現に寄与することを目的に、美しい宮崎づくり推進計画を平成29年11月に
策定し、美しい宮崎づくりに関する施策の総合的かつ計画的な推進を図ってきた。

計画期間が10年間（平成29年度から令和８年度まで）であり、令和８年度が当該計画の最終年度とな
ることから計画改定を行う。

２ 計画期間
令和９年度から令和18年度まで（10年間）



(５) 現行計画の課題
①農山漁村や歴史・文化的景観、視点場整備、沿道美化、担い手の育成等、多岐にわたる分野別の具体的な施

策に計画的に取り組んできた
②有識者会議において、美しい宮崎づくりの取組が概ね進んでいるとの評価を受けた一方で、今後は植栽を主

体とした活動に加え、より発展的な取組や美しい宮崎づくりに対する気運醸成が必要であるとの指摘があり、
引き続き「美しい宮崎づくり」の継承が必要

③国スポ・障スポを見据え、おもてなし環境の充実に取り組んできており、大会後においても地域を美しく保
ち、来訪者を温かく迎えるという県民の意識をレガシーとして継承することが必要

④神楽における2028年のユネスコ無形文化遺産登録を契機とし、景観という観点から地域の価値を向上させる
取組の更なる推進が必要

⑤次期計画では、これまでの取組を継承しつつ、県・市町村・県民・事業者との協働による、継続的な「美し
い宮崎づくり」が必要

(４) 条例に基づく４つの分野別施策と推進計画に位置づけられた３つの重点施策

Ⅳ その他報告事項 美しい宮崎づくり推進計画（改定計画）の骨子（案）について
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・基本的内容の継承（条例により定めている内容）
・情勢の変化や現状と課題を踏まえた見直し
・主要指標（数値目標）の見直し

４ 美しい宮崎づくり推進計画改定骨子（案）

■第１章 計画策定に当たって

１ 計画策定の趣旨 ２ 条例の目的 ３ 「美しい宮崎づくり」とは ４ 基本理念

５ 各主体の責務又は役割 ６ 計画の位置付け ７ 計画の期間

■第２章 景観の現状と課題

１ 本県の景観特性 ２ 景観を取り巻く環境の変化 ３ 景観法に基づく取組の状況

４ 景観に対する県民等の意識 ５ 課題

■第３章 目指すべき姿

長期的なビジョン 愛着と誇りを持てる「美しい宮崎」の創造と継承

■第４章 分野別施策

① 地域の特性を生かした景観の保全及び創出 ② 景観を資源として活用するための環境づくり

③ 公共事業に係る良好な景観の形成 ④ 美しい宮崎づくりを推進するための担い手の育成
(１) 現状と課題 (２) 具体的な施策 (３) 各主体の役割（県・市町村・県民・事業者）

Ⅳ その他報告事項 美しい宮崎づくり推進計画（改定計画）の骨子（案）について
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■第５章 重点施策（案）

国スポ・障スポ等のビッグイベントで培われたレガシーを継承
するとともに、現在の植栽主体の取組から一歩進め、美しい宮崎
づくりを通して社会参加や交流の場を創出することにより「安
全・安心で心ゆたかに暮らしを楽しめる社会」を目指すため、次
の３つの重点施策により、分野別施策を横断的に推進する。

① （更なる）景観による地域のブランド力向上
ア 価値の高い景観づくり イ 発信力の強化

現在、県は神楽のユネスコ無形文化遺産登録を目指して
いる。祭事等の伝統文化により培われる景観の保全等も次
世代へ引き継ぐべき美しい宮崎づくりの一環であり、伝統
文化の保存・継承も含めた地域活性化やブランド力向上の
ための取組を推進する。

② （更なる）景観を生かした“おもてなし”
ア 魅力ある観光地づくり
イ 快適に観光できる環境づくり

豊かな自然景観と観光で発展してきた宮崎であるが、
変化する旅行ニーズに対応し、交流人口増と地域活性
化のため、"おもてなし"にさらに磨きをかける取組を推
進する。

③ （更なる）宮崎を美しくする人づくり
ア 気運の醸成 イ 未来の景観を担う人づくり
ウ 連携体制づくり
エ 美しい宮崎づくりを通した心ゆたかな生活や社会参加

の促進（活動団体や県民同士の交流の場の創出）
宮崎の景観は県民の“小さな実践”で向上しており、普及

啓発、表彰、子どもへの教育を通じ、美しい宮崎づくりの
担い手を育成する取組や、美しい宮崎づくりを行う県民同
士の交流を促進する取組を推進する。

■第５章 重点施策（現行）

計画期間において、国スポ・障スポ等の大きなイベントを見据
え、分野別施策のうち、次の３つの重点施策を推進する。

① 景観による地域のブランド力向上
ア 価値の高い景観づくり イ 発信力の強化

ユネスコエコパーク等に登録された景観は世界的に評価
されており、国スポ・障スポ等を見据え、地域活性化やブ
ランド力向上のための取組を推進する。

② 景観を生かした“おもてなし”
ア 魅力ある観光地づくり
イ 快適に観光できる環境づくり
ウ ビッグイベントに向けた環境づくり

豊かな自然景観と観光で発展してきた宮崎であるが、変
化する旅行ニーズに 対応し、交流人口増と地域活性化の
ため、"おもてなし"にさらに磨きをかける取組を推進す
る。

③ 宮崎を美しくする人づくり
ア 気運の醸成 イ 未来の景観を担う人づくり
ウ 連携体制づくり

宮崎の景観は県民の"小さな実践"で向上しており、普及
啓発、表彰、子どもへの教育を通じ、美しい宮崎づくりの
担い手を育成する取組を推進する。

Ⅳ その他報告事項 美しい宮崎づくり推進計画（改定計画）の骨子（案）について
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■第６章 推進体制の整備

美しい宮崎づくり推進本部（本部長：知事） 美しい宮崎づくり推進有識者会議

美しい宮崎づくり推進市町村連絡会

（県、市町村、景観形成促進機構等）

・推進体制の継承

５ 改定のスケジュール（案）

Ⅳ その他報告事項 美しい宮崎づくり推進計画（改定計画）の骨子（案）について
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県議会常任委員会報告（骨子案）令和８年 ６月
市町村連絡会議（素案）７月
有識者会議（素案）≀
県議会常任委員会報告（素案）11月
有識者会議（パブリックコメント協議）12月
パブリックコメント実施
本部会議（最終案）令和９年２月
県議会常任委員会報告３月



Ⅳ その他報告事項 宮崎県建築物耐震改修促進計画の改定について

宮崎県建築物耐震改修促進計画の改定について
建築住宅課

目的及び改定の理由

本計画は、建築物の耐震改修の促進に関する法律（以下「法」という。）第５条に基づき、県が耐震化を進めるための実施計画として
定めているものである。

平成１９年３月に第１期計画を策定して以降、これまでに東日本大震災などを背景とした法改正や、南海トラフ地震の切迫性を受けた
さらなる耐震化促進の必要性を踏まえ、改定を行っている。

昨年度末で旧計画（計画期間：平成２８年～令和７年度）の計画期間が満了したことから、耐震化率の目標値等についての改定を行っ
たものである。

建築物の耐震改修の促進に関する法律
（平成７年制定）

国の基本方針
（R7.7.17改正告示）

宮崎県建築物耐震改修促進計画
令和８年度～令和17年度

市町村建築物耐震改修促進計画
宮崎県住生活基本計画

第３期
宮崎県地震・津波減災計画

宮崎県地域防災計画

※１

※１ 建築物の耐震診断及び耐震改修の促進を図るための基本的な方針
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約
約 約

約 約

平 平 平 平 令 年度末

グラフ タイトル

以降【耐震性あり】 以前【耐震性あり】 耐震性不十分

Ⅳ その他報告事項 宮崎県建築物耐震改修促進計画の改定について

第１章 住宅・建築物の耐震化の実施に関する目標設定
・想定される地震の規模・被害の状況

※ ｢宮崎県地域防災計画｣（危機管理課 令和８年３月修正）を反映
・耐震化の現状【更新】と目標設定【見直し】

◎ 宮崎県建築物耐震改修促進計画改定の概要（１／２）

目標(令和１７年度末)

おおむね解消

※ 現状値は「住宅・土地統計調査」を基に、国の耐震化率の推計方法に準じて算定
令和７年度末の現状値は、過去の統計資料から住宅数等を推計して算定

〔宮崎県の住宅の耐震化率の現状と目標〕

目標（令和７年度末）

９０％ 目標(令和１２年度末)

９５％

見
直
し

住宅数【戸】
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Ⅳ その他報告事項 宮崎県建築物耐震改修促進計画の改定について

第２章 耐震診断・改修の促進を図るための施策
・支援制度（補助制度、税制優遇等）の周知等【継続】
・専門技術者（木造住宅耐震診断士、耐震改修工事事業者等）の育成【継続】
・安価な耐震改修工法の普及【継続】
・道路管理者と連携した緊急輸送道路の沿道建築物に関する耐震化の促進【追加】

第３章 地震に対する安全性向上に関する啓発等
・出前講座・講習会の開催、広報【継続】
・ダイレクトメールや個別訪問等の促進、アドバイザー派遣の充実【継続】
・省エネ改修やバリアフリー改修のリフォーム等とあわせた耐震改修工事の誘導【継続】
・新耐震基準以降（昭和56年から平成12年まで）の木造住宅の耐震性能検証法 の周知【追加】

※ 接合部等の規定が強化された平成12年以前に建築された住宅の接合部等の状況を確認する検証法

第４章 所有者に対する耐震診断・改修工事の指導等のあり方
・建築物の区分と指導の方法【継続】

第５章 その他耐震診断・改修工事の促進に関し必要な事項
・市町村計画の策定と見直し、関係団体との連携【継続】

◎ 宮崎県建築物耐震改修促進計画改定の概要（２／２）

※
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高速道路等の整備状況について
高速道対策局・道路建設課
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１ 県内高速道路等の整備状況

【九州中央自動車道（県内区間）】… 国土交通省施工
（事業中区間） ①「蘇陽～五ヶ瀬東」 ②「五ヶ瀬東～高千穂」

③「高千穂～雲海橋」
（未事業化区間） ④「平底～蔵田」

【東九州自動車道（県南区間）】… 国土交通省施工
（事業中区間） ⑤「日南東郷～油津」 ⑥「油津～南郷」

⑦「南郷～奈留」 ⑧「奈留～夏井」

【暫定２車線区間の４車線化（東九州自動車道（有料区間））】
… NEXCO西日本施工

（R7.12.20 4車線開通）⑨「宮崎PA～清武IC」
（事業中区間） ⑩「高鍋～西都」

【スマートＩＣの整備】… NEXCO西日本・宮崎県・新富町施工
（事業中区間） ⑪「新富新田原ＳＩＣ」

【休憩施設】… NEXCO西日本施工
（ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ内側駐車場）⑫「日向ＩＣ」

２ 課題
（１）事業中区間の早期完成
（２）九州中央自動車道「平底～蔵田」間の計画段階評価の推進
（３）暫定２車線区間の早期４車線化
（４）休憩施設の充実

Ⅳ その他報告事項 高速道路等の整備状況について


